
目
や
選
択
必
修
科
目
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

万
遍
な
く
知
識
・
ス
キ
ル
を
体
系
的
に
修

得
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
既
に
開
講
済
み
で
、
学
生
に

も
好
評
な
の
が
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
」

領
域
の
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
自

主
自
律
」
で
す
。

　
「
こ
の
科
目
は
私
が
、
学
科
を
越
え
て

東
京
家
政
大
学
の
学
生
と
し
て
の
一
体
感

を
生
む
よ
う
な
自
校
教
育
科
目
と
し
て
立

ち
上
げ
た
も
の
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
別
に

は
な
り
ま
す
が
、
全
て
の
学
科
の
学
生
が

学
部
・
学
科
を
越
え
て
ク
ラ
ス
・
グ
ル
ー

プ
が
分
か
れ
、
５
人
グ
ル
ー
プ
で
協
同
学

習
を
す
る
１
年
次
前
期
必
修
科
目
で
す
」

（
井
上
学
長
）

　

ま
た
、
こ
の
科
目
に
は
２
年
生
以
上
の

上
級
生
が
Ｓ
Ａ
（Student Assistant

）

と
し
て
参
加
し
、
相
談
に
乗
る
な
ど
し
て

１
年
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

東
京
家
政
大
学
は
、
令
和
５
年
度
文
部

科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ

ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
×
デ
ザ
イ
ン
」

領
域
で
は
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
」

と
い
う
科
目
を
す
で
に
選
択
必
修
と
し
て

開
講
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
５
年
度
か

ら
は
こ
れ
が
必
修
科
目
と
な
り
、
学
生
全

員
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
と
ス
キ

ル
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

完
成
間
近
の
１
４
０
周
年
記
念
館

入
試
改
革
も
進
行
中

　

設
立
１
４
５
年
を
迎
え
る
２
０
２
６
年

に
は
、
１
４
０
周
年
記
念
館
 （3）

が
板
橋
キ
ャ

　1881年に創立された和洋裁縫伝習所を礎とする東京家
政大学は、140余年にわたり、専門的知識・技能を持ち、
これを活かすことによって独り立ちし、社会に貢献する女
性の育成に力を注いできました。東京都板橋区と埼玉県狭
山市に2つのキャンパスを持ち、2022年は栄養学部、
23年は児童学部を開設。時代を先取りした大学改革を推
進し、今日では6学部13学科および大学院7専攻、短期大
学部2科を擁する女子の総合大学に発展しています。
　卒業生総数は12万人を超え、“家族代々東京家政大学の
卒業生”という家庭も少なくありません。実学を重視した
地に足をつけた学びと、個々の学生を丁寧に指導する面倒
見のよい教育で、高い就職率や国家試験合格率を達成し、
自主自律を体現した女性が各界で活躍しています。

「
人
の
一
生
」
を
支
え
る
学
び
を
通
し
て

高
い
専
門
性
と
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た

〝
自
主
自
律
を
体
現
し
た
女
性
〞
を
育
成

東京家政大学
〒173-8602　東京都板橋区加賀１-18-１　アドミッションセンター　TEL 03-3961-5228　https://www.tokyo-kasei.ac.jp

地
域
に
根
ざ
し
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

２
キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
す
る
女
子
総
合
大
学

　

日
本
の
女
子
職
業
学
校
の
先
駆
者
と
し

て
知
ら
れ
る
校
祖
・
渡
邉
辰
五
郎
は
、
裁

縫
を
教
授
で
き
る
智
徳
の
優
れ
た
女
性
教

員
を
育
成
す
る
た
め
、
１
８
８
１
年
に
東

京
家
政
大
学
の
礎
と
な
る
和
洋
裁
縫
伝
習

所
を
設
立
し
ま
し
た
。
専
門
的
知
識
・
技

能
を
持
ち
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
自

立
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
女
性
を
育
て
よ

う
と
い
う
建
学
の
精
神
「
自
主
自
律
」
は
、

今
も
東
京
家
政
大
学
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
戦
後
、
１
９
４
９
年
に
東
京
家

政
大
学
と
し
て
再
出
発
し
た
同
大
で
は
現

在
、
約
６
４
０
０
人
の
学
生
が
板
橋
と
狭

山
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

東
京
ド
ー
ム
２
個
分
の
敷
地
に
木
々
が

生
い
茂
る
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
都
心
や

郊
外
か
ら
も
通
い
や
す
い
立
地
に
あ
り
ま

す
。
家
政
学
部
、
人
文
学
部
に
加
え
、
学

部
改
組
に
よ
り
家
政
学
部
か
ら
22
年
に
独

立
し
た
栄
養
学
部
、
23
年
に
同
じ
く
独
立

し
た
児
童
学
部
を
含
む
４
学
部
の
学
生
た

ち
が
最
先
端
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
有

意
義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
健
康
科
学
部
と
子
ど
も
支
援
学

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
で
は
、
養
護
教
諭

免
許
の
取
得
だ
け
で
な
く
公
認
心
理
師
や

認
定
心
理
士
も
目
指
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
や
企
業
な
ど
と
連
携

し
た
研
究
、
商
品
開
発
な
ど
に
学
生
が
参

加
で
き
る
こ
と
も
東
京
家
政
大
学
の
特
徴

で
す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン

タ
ー
  （2）

を
中
心
に
、
レ
シ
ピ
や
商
品
の
開

発
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
、
デ
ザ

イ
ン
制
作
な
ど
多
彩
な
社
会
・
産
学
連
携

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
が
能
力
や
適
性
に
応
じ
た
職
業
に

就
け
る
よ
う
、
基
礎
力
養
成
講
座
か
ら
希

望
進
路
別
の
就
職
支
援
講
座
、
国
家
試
験

対
策
講
座
ま
で
、
経
験
豊
富
な
就
職
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
や
教
員
に
よ
る
手
厚
い
就
職
活

動
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
就
職
活
動
支
援
に
よ
り
、
大
学

の
実
就
職
率
は
95
％
と
、
卒
業
生
数

１
０
０
０
人
以
上
の
全
国
女
子
大
学
で
３

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
上
位
を
維
持
し
て

い
ま
す
（
大
学
通
信
「
２
０
２
４
年
実
就

職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
」
よ
り
）。

現
代
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
養
う

新
た
な
全
学
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

東
京
家
政
大
学
で
は
、
板
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
共
通
教
育
科
目
」、
狭
山
キ
ャ
ン

パ
ス
で
「
基
礎
教
養
科
目
」
と
呼
ば
れ
て

部
の
２
学
部
が
あ
る
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
も
、

西
武
池
袋
線
の
最
寄
り
駅
か
ら
徒
歩
３
分

と
好
立
地
に
あ
り
、
多
摩
丘
陵
の
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
四
季
の
変
化
が
感
じ
ら
れ

る
学
修
環
境
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

時
代
を
先
取
り
し
た
大
学
改
革
構
想

キ
ャ
リ
ア
に
直
結
し
た
専
門
教
育

　
「
人
の
一
生
」
を
支
え
る
学
を
追
求
し
、

「
地
に
足
を
つ
け
た
学
び
」
を
教
育
し
て

き
た
東
京
家
政
大
学
。
６
学
部
13
学
科
に

は
、
人
生
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
何
ら
か

の
形
で
関
わ
る
学
問
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
中
、
同
大
の
伝
統
で
あ

る
家
政
学
部
は
２
０
２
６
年
度
か
ら
「
共

創
デ
ザ
イ
ン
学
部
（
仮
称
）」
に
改
組
を

構
想
中
で
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
家
政
学
部
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、『
生
き
る
家
政
』
と
い
う
新
し

い
方
向
で
改
組
し
ま
す
。
学
科
名
は
変
わ

ら
な
い
予
定
で
す
が
、
４
年
間
で
学
生
が

自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う
学
び
の

道
筋
を
よ
り
明
ら
か
に
し
た
教
育
コ
ー
ス

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
井
上
俊
哉
学
長

は
そ
の
構
想
を
語
り
ま
す
。

　

東
京
家
政
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
優

れ
た
専
門
性
は
、
各
種
国
家
試
験
の
合
格

者
数
・
合
格
率
  （1）

に
表
れ
て
い
ま
す
。
井

上
学
長
も
、「
東
京
家
政
大
学
な
ら
し
っ

か
り
と
し
た
資
格
が
取
れ
る
と
の
定
評
が

あ
り
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
や
他
者
の
心
を
理
解
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
人
の
心
を
見
つ

め
、
問
題
を
抱
え
た
人
の
心
理
支
援
に
関

す
る
演
習
や
実
習
に
よ
っ
て
、
実
践
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
人
文
学
部
心
理

（1） 国家試験合格者数・合格率
　2023年 保育士就職者数　全国第１位
　2023年 幼稚園教諭就職者数　東京第１位
　2023年 保育教諭就職者数　東京第１位
　2023年 管理栄養士国家試験合格者数（新卒）
　　東京第１位
　2023年 看護師国家試験合格率　全国第１位
　2023年 保健師国家試験合格率　全国第１位
　2023年 助産師国家試験合格率　全国第１位
　2023年 社会福祉士国家試験合格率
　　全国私立大第１位（受験者10人以上）
※ 『大学探しランキングブック2024』（大学通
信刊）より

（2） ヒューマンライフ支援センター
　地域社会と大学を結ぶ窓口で、専門分野の知
的資源を地域社会に還元するとともに、学生が
実学で学ぶ場として、独自の社会連携を推進し
ている。
　学生が企業と組んだスープやアスリート食の
開発、販売促進ツールのデザイン、地域自治会
と協働するこども食堂の運営、など多彩な協働
を実現。

（3） 140周年記念館
　A棟とB棟の２つの建物からなる。A棟の１～
４階は、現在別棟にある博物館が約２万点もの
収蔵品とともに移転し、博物館関連施設として
更なる充実を図る。５～８階は「学生ファース
ト」のアクティブな学びと交流を促す学習ス
ペースのほか、デジタルクリエーションフロア、
DX対応教室が整備される。レーザーカッター、
3Dプリンター、動画・音楽を制作し発信できる
収録スタジオ・編集設備を完備し学生の自主活
動を応援する施設となる。B棟は1階建てで、学
生用の開放的なオープンスペースの広場となる。

い
た
科
目
群
を
全
学
で
統
一
。
２
０
２
５

年
度
よ
り
新
た
な
全
学
共
通
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　
「
本
学
は
専
門
性
を
磨
き
実
践
力
を
高

め
る
教
育
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
が
、

一
方
で
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必

要
な
、
時
代
に
左
右
さ
れ
な
い
も
の
の
見

方
・
考
え
方
な
ど
汎
用
的
な
能
力
・
資
質

を
伸
ば
す
こ
と
に
も
注
力
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
全
学
共
通
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
皆
さ
ん
が
望
む
キ
ャ
リ
ア

実
現
に
向
け
、
必
ず
役
立
つ
と
信
じ
て
い

ま
す
」
と
井
上
学
長
は
語
り
ま
す
。

　

全
学
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
通
科

目
は
、
６
つ
の
領
域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

人
間
性
を
磨
く
た
め
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
」、
共
生
社
会
の
あ
り
方
を
学
ぶ

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を

学
ぶ
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」、
外
国
語

や
異
文
化
を
学
ぶ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
不
可
欠
な
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
×
デ

ザ
イ
ン
」、
そ
し
て
心
身
の
健
康
に
つ
い

て
学
ぶ
「
ヘ
ル
ス
＆
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
の
６
領
域
で
す
。
各
領
域
の
必
修
科

ン
パ
ス
内
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
社
会

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
時
代

の
学
び
と
創
造
性
を
体
現
し
、
学
生
の
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
多
様
に
刺
激
し
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
学
修
と
交
流
を
促
進
す
る
場

と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

入
試
に
お
い
て
も
東
京
家
政
大
学
は
、

移
り
ゆ
く
時
代
の
流
れ
に
適
応
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
年
内
入
試
が
変

わ
り
、
新
た
に
探
究
学
習
と
関
連
し
た

「
自
主
自
律
探
究
入
試
」
と
学
力
試
験
を

中
心
に
選
抜
す
る
「
知
識
・
技
能
総
合
入

試
」
が
加
わ
り
ま
す
。
今
後
は
、
総
合
型

選
抜
に
力
を
入
れ
て
い
く
方
向
で
い
る
、

と
井
上
学
長
は
話
し
ま
す
。

　

最
後
に
井
上
学
長
は
、
高
校
生
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。「
し
っ
か
り
と
し

た
職
業
に
就
け
る
よ
う
な
専
門
的
な
力
が

つ
く
大
学
で
す
。
共
通
教
育
に
も
力
を
入

れ
、
社
会
に
出
て
自
分
の
専
門
性
を
し
っ

か
り
と
主
張
し
な
が
ら
も
、
他
分
野
の
人

と
も
一
緒
に
働
け
る
よ
う
な
人
を
育
て
る

大
学
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
同
じ
目
標
を

持
っ
た
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
、
そ
の
仲
間
に
加
わ
っ
て
目
標

を
達
成
し
ま
し
ょ
う
」

東京家政大学

井
いの

上
うえ

俊
しゅんや

哉学長
1983年３月東京大学教育学部教育心
理学科卒業。91年３月同大学大学院
教育学研究科教育心理学専攻博士課
程単位取得後満期退学。91年４月よ
り東京家政大学に勤務。人文学部長、
学修・教育開発センター所長、副学
長などを歴任。2021年４月より現職。

100歳

健康医療に関わる仕事
・健康科学部  看護学科

語学や国際的感覚を生かした仕事
・人文学部 英語コミュニケーション学科

※学部・学科名称は2024年８月現在

ファッションや衣生活を支える仕事
・家政学部 服飾美術学科

暮らしと環境を考える仕事
・家政学部 環境共生学科

子どもの教育に関わる仕事
・児童学部 初等教育学科

食と健康に関わる仕事
・栄養学部 栄養学科
・栄養学部 管理栄養学科
・短大 栄養科

子どもの成長を支える仕事
・児童学部 児童学科
・短大 保育科
・子ども支援学部 子ども支援学科

社会と企業を支える仕事
・全学部 全学科

クリエイティブな仕事
・家政学部 造形表現学科

からだの機能維持・回復を
サポートする仕事
・健康科学部
リハビリテーション学科
理学療法学専攻

こころとからだと生活のリハビリを
サポートする仕事

・健康科学部 リハビリテーション学科
作業療法学専攻

充実した社会生活を支援する
福祉・教育・心理の仕事

人のこころに寄り添い支える仕事

・人文学部 教育福祉学科

・人文学部 心理カウンセリング学科

熟年期 青年期

学童期

幼児期

乳児期

人の一生を支える学びは、人の一生を支える仕事に。

壮年期

0歳

狭山キャンパス 板橋キャンパス

083 卓越する大学 東京家政大学 082
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